
Strategies, Benefits And Challenges 
Of App Store-inspired 
Requirements Elicitation

Kazi Amit Hasan, Marcos Macedo, Yuan Tian, Bram Adams, Steven Ding

School Of Computing, Queen’s University

Kingston, ON, Canada

2023 International Conference on Software Engineering (ICSE 2023)



背景
 要件の収集
 ステークホルダーから引き出すには様々な手法があ
る[1]

 モバイルアプリケーション市場の成長により新たな
手法が提供[2]～[10]

 アプリストアからの情報
 開発者が日常的に使用
  機能の優先順位付け
  既存市場の理解
  競合製品の調査



アプリストアの利用
 Al-Subaihinらの調査[11]
 開発者は自身のアプリケーションドメインに関連す
るアプリの探索，機能予測に利用

  app store-inspired elicitation (以下ASE)という手
法

 要件分析者や開発者の間で一般的に利用

 競合製品から特徴を抽出して比較できるツー
ルを開発[12]~[14]



本研究の目的
 様々な情報が限定的
 具体的な採用理由
 他手法と比べた，ASEの利点と難点

↓
 ASEの戦略・利点・課題を研究し，伝統的な
手法のinterview-based elicitation (以下IBE)
と比較



調査方法
 Debnathらの実験デザイン[30]に基づき，要件
分析者の自然な行動を評価
 インタビューに関する他研究[31]~[34]にて採用
 詳細な分析，人間的側面の考慮が可能

 計14のタスクで構成
1~8：データ収集
1~5：IBEに関するもの
6~8：ASEに関するもの
9~14：データ分析



調査方法
1~5
IBE

6
アプリストアの分析

9
戦略の抽出

戦略のコードブック

7
要件の拡張

8
振り返り

Q.ASE Q.IBE Q.DIF

ASE:10,IBE:12
それぞれの利点・課題の抽出

13
違いの抽出

11
補完

それぞれの利点と課題
についてのコードブック

14
違いの抽出

コードブックの
違い

RQ1 RQ2
RQ3

1~8：データ収集
1~5：IBEに関するもの
6~8：ASEに関するもの

9~14：データ分析



Research Questions
 
 

 RQ2
  ASEの利点と課題は何か

 RQ3
  ASEとIBEの違いは何か



RQ2：ASEの利点と課題

 コンセプトのひらめきの源
 視野の拡大，新機能特定
 ドメイン知識不足の解消
 問題の特定が容易
 実地評価が可能
 適応性のある製品の創出
 市場ニーズの把握

 創造性の限界
  製品のコピーリスク

 ステークホルダーの高い目
標の理解には繋がらない

 アプリストアの不足
  カテゴライズが静的な為

 レビューに関する課題
 要求の妥当性の確認が困難

利点 課題



RQ3：ASEとIBEの違い

 解決策に焦点
  開発後期段階に適切

 ユーザーフィードバックの
分析に依存
  詳細情報は付随的

 創造的なプロセス
  時間的制約は無い

 要件実装の実践的評価
  実現可能性の評価が可能

 目標に焦点
  開発初期段階に適切

 ステークホルダーとの直接
対話に依存
  詳細情報の収集が可能

 構造的なプロセス
  時間管理が必要

 明示的に要件の検証が可能
  実現可能性の評価は不可

ASE IBE



まとめ
 開発プロセスにおいてIBEはASEを補完できる
 研究者はASEのガイドラインを定義する必要がある

 ASE固有の利点を考慮した開発を行う必要が
ある
 一部機能の実現可能性評価
 知識不足の克服
 様々な役割においての「ひらめき」の源



RQ2：資料



RQ3：資料


